
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

技術・家庭「家庭分野」
自立しともに支え合う生活へ
【開成堂出版】

中学校技術・家庭科 技・家ノート家庭分
野（開隆堂）
刺繍クロック（相場教材）

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

家族・家庭の機能について理解を深め、衣食住について、生活
の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技
能を身に付けようとする。

【授業について】

座学、被服実習、調理実習を行う。
教科書をもとに、ワークノートや配布する授業プリントを使用
しながら進めていく。

【授業時実施のテストについて】

実技テスト実施予定

【提出課題について】

授業内で配布したプリントを回収する。また、学期末に学習し
た内容に関連したレポート課題を提示する。さらに被服実習を
ときは製作物の回収も行う。

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

B.衣食住の生活
【住生活】
・人間にとっての住まい
・生活に必要な住空間
・自然とともにある住空間
・安全で健康的な住生活

B.衣食住の生活
【衣生活】
・製作実習
【食生活】
・人間にとっての食事
・食品と栄養素

B.衣食住の生活
【食生活】
・中学生に必要な食事
・献立作成②
・調理実習（野菜の調理）

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

・観察
・授業プリント
・定期テスト
・製作物
・実技テスト

・家族の安全を考えた住空間の整え方について考え、工夫して
いる。
・健康に良い食習慣について考え、工夫している。
・中学生の1日分の献立について考え、工夫している。
・調理について、調理計画について考え、工夫している。

・観察
・授業プリント
・定期テスト
・製作物
・レポート課題

・住居の機能と安全な住まい方について、課題の解決に主体的
に取り組んだり、振り返って改善しようとしている。
・健康に良い食習慣、中学生の1日分の献立、日常の1食分の調
理について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って
改善しようとしている。

・観察
・授業プリント
・製作物
・レポート課題

１年 技術家庭

知識
技能

思考
判断
表現

・家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居の基本的な機能につ
いて理解している。
・家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方につ
いて理解している。
・生活の中で食事が果たす役割について理解している。
・栄養素の種類と働きがわかり、食品の栄養的な特質について理解し
ている。
・中学生の1日に必要な食品の種類と概量が分かり、1日分の献立作成
の方法について理解している。
・食品や調理器具等の安全と衛生に留意した管理について理解し、適
切にできている。
・製作する物に適した材料や縫い方について理解し、用具を安全に取
り扱い、製作が適切にできている。

主体的に学習に
取り組む態度


